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亀岡市上下水道部

令和４年度予算

資料３





 ※（  ）は対前年度比増減比率水道事業会計

１　上下水道事業の予算概要

水道料金

11億 9,191万円

(3.5%)

69.7%

加入金、一般会計からの

負担金など

5億 1,719万円 (△4.9%)

30.3%

施設の維持管理経費

5億 9,454万円 (△2.4%）

37.6%

施設の減価償却費

8億 3,731万円 （5.2%）

52.9%

施設整備の借入金利息など

1億 4,969万円 （22.1%） 9.5%

純利益【黒字】

1億 2,756万円

（△23.7%）

収入

支出

収益的収支（消費税抜き）

安全・安心な水道水をご家庭にお届けするために必要な経費と財源

令和４年度

収入合計 17億 910万円（0.8%）

支出合計 15億 8,154万円（3.5%）

施設を建設・改良するた

めの借入金

3億 8,270万円

（△29.4%） 60.5%

一般会計からの

出資金など

2億 4,940万円

（1.7%） 39.5%

補てん財源（内部留保資金など）

8億 9,540万円 （4.7%）

施設を建設・改良するための経費

8億 4,040万円

（△22.5%） 55.0%

施設を建設・改良する際の

借入金の元金返済

5億 8,710万円

（5.2%） 38.4%

基金への積立金

1億円（皆増）6.6%

収入

支出

資本的収支（消費税込み）

水道管や浄水場などの施設を建設・改良するために必要な経費と財源

収入合計 6億 3,210万円（△19.7%）

支出合計 15億 2,750万円（△7.0%）



 ※（  ）は対前年度比増減比率 下水道事業会計

収入合計 16億 3,987万円

支出合計 15億 600万円

収入合計 3億 6,824万円

支出合計 9億 9,654万円

下水道使用料

16億 6,875万円 （0.8%）

54.5%

一般会計からの負担金など

13億 9,409万円 （△1.3%）

45.5%

施設の維持管理経費

9億 6,298万円 （△0.1%）

33.8%

施設の減価償却費

15億 8,560万円 （1.2%）

55.6%

施設整備の借入金利息など

3億115万円（△10.1%）10.6%

純利益【黒字】

2億 1,311万円

（4.6%）

収入

支出

収益的収支（消費税抜き）

下水を適正に浄化・処理するために必要な経費と財源

施設を建設・改良

するための借入金

5億970万円（9.2%）

44.8%

一般会計からの

出資金など

6億 2,770万円 （1.4%）

55.2%

補てん財源（内部留保資金など）

10億 9,030万円 （5.9%）

施設を建設・改良

するための経費

6億 6,643万円

（13.7%） 29.9%

施設を建設・改良する際の

借入金の元金返済

14億 6,127万円 （△4.5%）

65.6%

基金への積立金

1億円（皆増）4.5%

収入

支出

資本的収支（消費税込み）

下水管や処理場などの施設を建設・改良するために必要な経費と財源

収入合計 30億 6,284万円（△0.2%）

支出合計 28億 4,973万円（△0.5%）

収入合計 11億 3,740万円（4.8%）

支出合計 22億 2,770万円（5.3%）







令和４年度 令和３年度 令和２年度
予　　　算 予　　　算 決　　　算

２　水道事業会計予算

9,204,973㎥

32,236戸 32,144戸

9,153,693㎥ 9,064,955㎥

32,385戸

88,738㎥

（１）業務の予定量

前 年 度 比 較
項　　　　　目

増　　減 比　率

自己資金 １４０，３１９千円

○水道老朽管耐震化工事　 ４４７，６１９千円

一般会計出資金 ７５，６００千円

　　　・財源内訳 企業債 ２３１，７００千円

　　　・事業内容 ［工事］千代川・大井町地内　　φ600㎜　　　Ｌ＝２９５ｍ

　　　　西つつじヶ丘地内　φ50～100㎜　Ｌ＝１，１００ｍ

　　　　舗装復旧

［委託］設計業務

自己資金 ３３，２３９千円

年 間 給 水 量

年 度 末 給 水 戸 数

［工事］送配水管　φ50～100㎜　Ｌ＝１，６４０ｍ

１５１，０００千円

92戸 100.3%

○王子送配水管整備工事

101.0%

１８４，２３９千円

　　　・事業内容

　　　・財源内訳 企業債

（２）主要な建設改良事業

［委託］設計業務



（３）水道事業会計令和３年度当初予算額内訳

◎収益的収入及び支出【消費税込み】

増減額 比率
① ② ③（①－②） ①／②

水道事業収益(Ａ) 1,836,300千円 1,821,900千円 14,400千円 100.8%

営業収益 1,399,696千円 1,400,989千円 △ 1,293千円 99.9%

給水収益 1,311,105千円 1,266,421千円 44,684千円 103.5%

その他の営業収益 88,591千円 134,568千円 △ 45,977千円 65.8%

営業外収益 435,346千円 419,525千円 15,821千円 103.8%

他会計補助金 54,021千円 62,902千円 △ 8,881千円 85.9%

長期前受金戻入 361,794千円 342,113千円 19,681千円 105.8%

その他の営業外収益 19,531千円 14,510千円 5,021千円 134.6%

附帯事業収益 1,258千円 1,386千円 △ 128千円 90.8%

飲料水供給事業収益 1,258千円 1,386千円 △ 128千円 90.8%

水道事業費用(Ｂ) 1,684,900千円 1,590,600千円 94,300千円 105.9%

営業費用 1,475,966千円 1,434,295千円 41,671千円 102.9%

人件費 189,367千円 162,584千円 26,783千円 116.5%

維持管理費 426,777千円 445,930千円 △ 19,153千円 95.7%

薬品費 2,240千円 2,237千円 3千円 100.1%

動力費 114,609千円 110,193千円 4,416千円 104.0%

修繕費 80,721千円 83,770千円 △ 3,049千円 96.4%

委託料 176,573千円 191,669千円 △ 15,096千円 92.1%

その他の維持管理費 52,634千円 58,061千円 △ 5,427千円 90.7%

減価償却費等 837,306千円 795,869千円 41,437千円 105.2%

補助交付金 22,516千円 29,912千円 △ 7,396千円 75.3%

営業外費用 161,411千円 144,805千円 16,606千円 111.5%

支払利息等 107,888千円 117,317千円 △ 9,429千円 92.0%

その他の営業外費用 53,523千円 27,488千円 26,035千円 194.7%

附帯事業費用 1,361千円 1,500千円 △ 139千円 90.7%

飲料水供給事業費用 1,361千円 1,500千円 △ 139千円 90.7%

特別損失 36,162千円 0千円 36,162千円 皆増

36,162千円 36,162千円 皆増

予備費 10,000千円 10,000千円 0千円 100.0%

予備費 10,000千円 10,000千円 0千円 100.0%

収益的収支差引額(Ｃ)（(Ａ)－(Ｂ)） 151,400千円 231,300千円 △ 79,900千円 65.5%

項　　　　　目

その他特別損失

前年度比較令和４年度
当初予算額

令和３年度
当初予算額



○水道老朽管耐震化工事　

１８工区（篠町地内）　　　Ｌ＝　　４５０ｍ（φ３００㎜）

舗装復旧、実施設計業務委託

給水収益

71.4%

その他の

営業収益

4.8%

他会計補助金

3.0%

長期前受金戻入

19.7%

その他の営業外収益

1.1%

水道事業収益

人件費

11.6%

維持管理費

26.2%

減価償却費等

51.3%

補助交付金

1.4%
支払利息等

6.6%

飲料水供給

事業費用

0.1%

その他特別損失

2.2%
予備費

0.6%

水道事業費用

令和４年度収益的収支当初予算額の構成

水道事業収益

1,836,300千円

水道事業費用

1,684,900千円



◎資本的収入及び支出【消費税込み】

前年度比較
増減額 比率

① ② ③（①－②） ①／②

資本的収入(Ｄ) 632,100千円 787,500千円 △ 155,400千円 80.3%

負担金 62,452千円 49,935千円 12,517千円 125.1%

企業債 382,700千円 542,300千円 △ 159,600千円 70.6%

出資金 144,617千円 153,843千円 △ 9,226千円 94.0%

府支出金 9,967千円 9,792千円 175千円 101.8%

分担金 1,550千円 1,000千円 550千円 155.0%

貸付金返還金 30,814千円 30,630千円 184千円 100.6%

資本的支出(Ｅ) 1,527,500千円 1,642,900千円 △ 115,400千円 93.0%

建設改良費 840,398千円 1,084,718千円 △ 244,320千円 77.5%

企業債償還金 587,102千円 558,182千円 28,920千円 105.2%

積立金 100,000千円 0千円 100,000千円 皆増

資本的収支差引額(Ｆ)（(Ｄ)－(Ｅ)） △ 895,400千円 △ 855,400千円 △ 40,000千円 104.7%

損益勘定留保資金等充当額(Ｇ) 895,400千円 855,400千円 40,000千円 104.7%

0千円 0千円 0千円 ―

令和４年度
当初予算額

令和３年度
当初予算額

補てん財源充当後差引額
（(Ｆ)＋(Ｇ)）

項　　　　　目



負担金

9.9%

企業債

60.5%

出資金

22.9%

府支出金

1.6%

分担金

0.2%

貸付金返還金

4.9%

資本的収入

建設改良費

55.0%

企業債償還金

38.4%

積立金

6.6%

資本的支出

令和４年度資本的収支当初予算額の構成

資本的収入

632,100千円

資本的支出

1,527,500千円





令和４年度 令和３年度 令和２年度
予　　　算 予　　　算 決　　　算

8,649,013㎥ 8,609,796㎥ 39,217㎥ 100.5% 8,713,523㎥

37,507戸 36,990戸 517戸 101.4% 36,697戸

36,538戸 35,843戸 695戸 101.9% 35,164戸

97.4% 96.9% 0.5% 100.5% 95.9%

３　下水道事業会計予算

（１）業務の予定量

（２）主要な建設改良事業

○処理場建設改良事業 ５６４,０００千円

　　　・事業内容 年谷浄化センター改築更新工事

（沈砂池設備、自家発電設備、ポンプ設備）

下水道ストックマネジメント計画策定（処理場）

　　　・財源内訳 国庫支出金（5.5/10、1/2） ２７７,０００千円

企業債 ２５１,１００千円

自己資金 ３５,９００千円

○管渠布設事業 ５７,１００千円

自己資金 ３９,０５０千円

　　　・事業内容 下水道ストックマネジメント計画策定（管渠）

下水道事業計画策定

　　　・財源内訳 国庫支出金（1/2） １８,０５０千円

年度末処理可能戸数

年 度 末 水 洗 化 戸 数

水 洗 化 率

前 年 度 比 較
項　　　　　目

増　　減 比　率

年 間 排 水 量



（３）下水道事業会計令和４年度当初予算額内訳

◎収益的収入及び支出【消費税込み】

前年度比較
増減額 比率

① ② ③（①－②） ①／②

下水道事業収益(Ａ) 3,231,000千円 3,236,100千円 △ 5,100千円 99.8%

営業収益 1,842,852千円 1,830,658千円 12,194千円 100.7%

下水道使用料 1,835,627千円 1,821,696千円 13,931千円 100.8%

その他の営業収益 7,225千円 8,962千円 △ 1,737千円 80.6%

営業外収益 1,388,148千円 1,405,442千円 △ 17,294千円 98.8%

国庫補助金 350千円 350千円 0千円 100.0%

府補助金 500千円 500千円 0千円 100.0%

他会計補助金 644,089千円 678,429千円 △ 34,340千円 94.9%

長期前受金戻入 727,869千円 710,386千円 17,483千円 102.5%

その他の営業外収益 15,340千円 15,777千円 △ 437千円 97.2%

下水道事業費用(Ｂ) 2,986,400千円 3,008,900千円 △ 22,500千円 99.3%

営業費用 2,617,032千円 2,596,201千円 20,831千円 100.8%

人件費 157,895千円 189,270千円 △ 31,375千円 83.4%

維持管理費 872,041千円 838,918千円 33,123千円 103.9%

薬品費 10,493千円 10,493千円 0千円 100.0%

動力費 132,771千円 126,961千円 5,810千円 104.6%

修繕費 123,635千円 127,987千円 △ 4,352千円 96.6%

委託料 537,149千円 521,631千円 15,518千円 103.0%

その他の維持管理費 67,993千円 51,846千円 16,147千円 131.1%

減価償却費等 1,585,596千円 1,566,513千円 19,083千円 101.2%

補助交付金 1,500千円 1,500千円 0千円 100.0%

営業外費用 359,368千円 402,699千円 △ 43,331千円 89.2%

支払利息等 293,386千円 327,370千円 △ 33,984千円 89.6%

その他の営業外費用 65,982千円 75,329千円 △ 9,347千円 87.6%

予備費 10,000千円 10,000千円 0千円 100.0%

予備費 10,000千円 10,000千円 0千円 100.0%

収益的収支差引額(Ｃ)（(Ａ)－(Ｂ)） 244,600千円 227,200千円 17,400千円 107.7%

項　　　　　目
令和４年度
当初予算額

令和３年度
当初予算額



下水道使用料

56.8%

その他の

営業収益

0.2%

国庫補助金

0.0%

府補助金

0.0%

他会計補助金

20.0%

長期前受金戻入

22.5%

その他の

営業外収益

0.5%

下水道事業収益

令和４年度収益的収支当初予算額の構成

人件費

5.3%

維持管理費

29.2%

減価償却費等

53.1%

補助交付金
0.1% 支払利息等

9.8%

その他の

営業外費用
2.2%

予備費

0.3%

下水道事業費用

下水道事業収益

3,231,000千円

下水道事業費用

2,986,400千円



◎資本的収入及び支出【消費税込み】

前年度比較
増減額 比率

① ② ③（①－②） ①／②

資本的収入(Ｄ) 1,137,400千円 1,085,700千円 51,700千円 104.8%

企業債 509,700千円 466,600千円 43,100千円 109.2%

出資金 327,113千円 314,527千円 12,586千円 104.0%

国庫支出金 295,050千円 262,680千円 32,370千円 112.3%

負担金 5,537千円 41,893千円 △ 36,356千円 13.2%

資本的支出(Ｅ) 2,227,700千円 2,115,500千円 112,200千円 105.3%

建設改良費 665,778千円 585,432千円 80,346千円 113.7%

企業債償還金 1,461,272千円 1,529,418千円 △ 68,146千円 95.5%

積立金 100,000千円 0千円 100,000千円 皆増

預託金 650千円 650千円 0千円 100.0%

資本的収支差引額(Ｆ)（(Ｄ)－(Ｅ)） △ 1,090,300千円 △ 1,029,800千円 △ 60,500千円 105.9%

損益勘定留保資金等充当額(Ｇ) 1,090,300千円 1,029,800千円 60,500千円 105.9%

0千円 0千円 0千円 ―

項　　　　　目
令和４年度
当初予算額

令和３年度
当初予算額

補てん財源充当後差引額
（(Ｆ)＋(Ｇ)）



令和４年度資本的収支当初予算額の構成

企業債

44.8%

出資金
28.8%

国庫支出金
25.9%

負担金

0.5%

資本的収入

建設改良費

29.9%

企業債償還金

65.6%

積立金

4.5%

預託金

0.0%

資本的支出

資本的収入

1,137,400千円

資本的支出

2,227,700千円
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○令和４年度亀岡市水道事業予定損益計算書

○令和４年度亀岡市水道事業予定貸借対照表

○令和４年度亀岡市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

○令和４年度亀岡市下水道事業予定損益計算書

○令和４年度亀岡市下水道事業予定貸借対照表

○令和４年度亀岡市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

５　参 考 資 料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　





当 年 度 純 利 益 127,563

前年度繰越利益剰余金 144,748

当年度未処分利益剰余金 272,311

0

７ 特 別 損 失

（ １） 固 定 資 産 譲 渡 損 36,162 36,162 △ 36,162

1,238

６ 附 帯 事 業 費 用

（ １） 飲 料 水 供 給 事 業 費 用 1,238

1,238

（ ２） 雑 支 出 4,416 112,285

５ 附 帯 事 業 収 益

（ １） 飲 料 水 供 給 事 業 収 益 1,238

322,184

経 常 利 益 163,725

434,469

４ 営 業 外 費 用

（ １） 支 払 利 息 及 び 107,869企 業 債 取 扱 諸 費

（ ３） 長 期 前 受 金 戻 入 361,794

（ ４） 雑 収 益 18,228

（ ２） 他 会 計 補 助 金 54,021

（ ７） そ の 他 営 業 費 用 10,000

３ 営 業 外 収 益

（ １） 受 取 利 息 及 び 配 当 金 426

158,459

（ ５） 減 価 償 却 費 830,833

（ ６） 資 産 減 耗 費 6,473

（ ４） 総 係 費 118,745

1,431,852

営 業 損 失

（ ２） 配 水 及 び 給 水 費 197,643

（ ３） 業 務 費 73,075

２ 営 業 費 用

（ １） 原 水 及 び 浄 水 費 195,083

（ ２） そ の 他 営 業 収 益 81,479 1,273,393

（ １） 給 水 収 益 1,191,914

令和４年度亀岡市水道事業予定損益計算書

（令和 ４ 年 ４ 月 １ 日から令和 ５ 年 ３ 月３１日まで）

（単位：千円）

１ 営 業 収 益



流 動 資 産 合 計 2,732,450

資 産 合 計 26,305,742

貸 倒 引 当 金 △ 7,879 130,379

（３） 貯 蔵 品 5,388

（１） 現 金 預 金 2,596,683

（２） 未 収 金 138,258

投 資そ の 他資 産合 計 101,500

固 定 資 産 合 計 23,573,292

２ 流 動 資 産

イ 出 資 金 1,500

ロ 基 金 100,000

ロ ソ フ ト ウ ェ ア 7,208

無 形 固 定 資 産 合 計 7,258

（３） 投 資 そ の 他 資 産

イ 電 話 加 入 権 50

チ 建 設 仮 勘 定 396,670

有 形 固 定 資 産 合 計 23,464,534

（２） 無 形 固 定 資 産

ト リ ー ス 資 産 8,081

減 価 償 却 累 計 額 △ 4,364 3,717

ヘ 工 具 、 器 具 及 び 備 品 207,654

減 価 償 却 累 計 額 △ 181,632 26,022

ホ 車 両 運 搬 具 30,088

減 価 償 却 累 計 額 △ 24,624 5,464

ニ 機 械 及 び 装 置 4,402,959

減 価 償 却 累 計 額 △ 2,796,615 1,606,344

減 価 償 却 累 計 額 △ 15,308,120 19,376,846

ロ 建 物 1,417,097

減 価 償 却 累 計 額 △ 704,886 712,211

（令和 ５ 年 ３ 月３１日）

令 和 ４ 年 度 亀 岡 市 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

（単位：千円）

ハ 構 築 物 34,684,966

１ 固 定 資 産

（１） 有 形 固 定 資 産

イ 土 地 1,337,260

資 産 の 部



272,311

剰 余 金 合 計 880,187

資 本 合 計 10,019,925

負 債 資 本 合 計 26,305,742

（２） 利 益 剰 余 金

イ 当年度未処分利益剰余金 272,311

利 益 剰 余 金 合 計

資 本 金 合 計 9,139,738

７ 剰 余 金

（１） 資 本 剰 余 金 607,876

６ 資 本 金

（１） 資 本 金 9,139,738

8,895,681

負 債 合 計 16,285,817

資 本 の 部

（１） 長 期 前 受 金 15,548,436

収 益 化 累 計 額 △ 6,652,755

繰 延 収 益 合 計

（７） 預 り 金 7,473

流 動 負 債 合 計 902,817

５ 繰 延 収 益

（５） 引 当 金 17,259

（６） 預 り 保 証 金 900

企 業 債 合 計 592,648

（３） リ ー ス 債 務 1,789

（４） 未 払 金 282,748

（１） 一 時 借 入 金 0

（２） 企 業 債

イ
建設改良費等の財源に充てる
ための企業債 592,648

（４） そ の 他 固 定 負 債 206,631

固 定 負 債 合 計 6,487,319

４ 流 動 負 債

企 業 債 合 計 6,095,788

（２） リ ー ス 債 務 1,496

（３） 引 当 金 183,404

３ 固 定 負 債

（１） 企 業 債

イ
建設改良費等の財源に充てる
ための企業債 6,095,788

負 債 の 部



資金期首残高 3,317,341

資金期末残高 2,596,683

他会計からの出資による収入 144,617

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 59,785

資金増加額（又は減少額） △ 720,658

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 382,700

長期貸付金回収による収入 30,814

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 587,102

基金の積立てによる支出 △ 100,000

リース債務支払額 △ 1,781

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,314,286

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 1,301,933

負担金等による収入 58,614

利息の支払額 △ 107,888

業務活動によるキャッシュ・フロー 653,413

預り金の増減額（△は減少） △ 200

小計 760,875

利息及び配当金の受取額 426

未収金の増減額（△は増加） 1,987

未払金の増減額（△は減少） 28,967

長期前受金戻入額 △ 361,794

受取利息及び配当金 △ 426

支払利息 107,888

固定資産減少に伴う損失 36,162

引当金の増減額（△は減少） △ 10,253

減価償却費 830,833

固定資産除却費 148

当年度純利益 127,563

（単位：千円）

令和４年度亀岡市水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和 ４ 年 ４ 月 １ 日から令和 ５ 年 ３ 月３１日まで）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー



                                                          （水道事業会計） 
注 記  
 

Ⅰ．重要な会計方針 

 

 １ 固定資産の減価償却方法 

  （１）有形固定資産（リース資産を除く。） 

    ・減価償却の方法   定額法による。 

    ・主な耐用年数 

      建物        15～50年 

      構築物       40～60年 

      機械及び装置    15～20年 

      車両運搬具      4～6年 

      工具、器具及び備品 05～15年 

  （２）無形固定資産 

    ・減価償却の方法   定額法による。 

    ・主な耐用年数 

      ソフトウェア        5年 

（３）リース資産 

    ・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

        自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法による。 

 ２ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

    ・貯蔵品       先入先出法による原価法 

 ３ 引当金の計上方法 

  （１）退職給付引当金 

        職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。 

  （２）賞与引当金 

        職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上してい

る。 

  （３）法定福利費引当金 

        職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属す

る額を計上している。 

  （４）貸倒引当金 

        債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権・貸倒懸念債権等それぞれの貸倒実績率により、回収不能見込額を計上してい

る。 

 ４ 消費税及び地方消費税の会計処理 

      消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

Ⅱ．予定貸借対照表等関連 

 

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

      貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他会計が負担す

ると見込まれる額は713,087千円である。 

 ２ 引当金の取崩し 

  （１）退職給付引当金の取崩し 

       令和４年度において、退職手当として17,924千円を支給するため、退職給付引当金17,924千円を取り崩す。 

  （２）賞与引当金の取崩し 

       令和４年度において、期末手当及び勤勉手当として43,321千円を支給するため、賞与引当金14,229千円を取り崩す。 

  （３）法定福利費引当金の取崩し 

       令和４年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として 8,448 千円を支出するため、法定福利費引当金 2,751 千円を取

り崩す。 

  （４）貸倒引当金の取崩し 

       令和４年度において、債権1,876千円を不納欠損処理するため、貸倒引当金1,876千円を取り崩す。 

 

Ⅲ．リース契約により使用する固定資産 

 

 １ リース会計に係る特例措置 

      所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

 ２ 長期継続契約に係るリース債務 

      通常の売買取引の方法に準じた会計処理を行ったリース取引に係るリース債務のうち、地方自治法第２３４条の３に基づく長期継続契

約に係るものは、下記の金額である。 

        １年内    1,789千円 

        １年超     1,496千円 

         計      3,285千円 

 

Ⅳ．その他の注記 

 

 １ 修繕引当金に関する経過措置 

      平成２６年３月３１日以前に引き当てられたものについては、引き続き従前の方法により取り崩すこととする。 





（３） 府 補 助 金 500

（４） 業 務 費 75,312

（７）

（２） 国 庫 補 助 金 350

（１） 受 取 利 息 及 び 配 当 金 58

（６）

301,154

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 252,558

当年度未処分利益剰余金 758,030

当 年 度 純 利 益 213,114

1,085,714

経 常 利 益 213,114

そ の 他 未 処 分 利 益
292,358剰 余 金 変 動 額

（１）
支 払 利 息 及 び 293,386
企 業 債 取 扱 諸 費

（２） 雑 支 出 7,768

（６） 雑 収 益 14,002 1,386,868

４ 営 業 外 費 用

（４） 他 会 計 補 助 金 644,089

（５） 長 期 前 受 金 戻 入 727,869

2,548,572

営 業 損 失 872,600

３ 営 業 外 収 益

そ の 他 営 業 費 用 10,000

総 係 費 103,669（５）

減 価 償 却 費 1,585,596

（２） ポ ン プ 場 費 42,942

（３） 処 理 場 費 616,040

1,675,972

２ 営 業 費 用

（１） 管 渠 費 115,013

（１） 下 水 道 使 用 料 1,668,752

（２） そ の 他 営 業 収 益 7,220

（単位：千円）

１ 営 業 収 益

（令和 ４ 年 ４ 月 １ 日から令和 ５ 年 ３ 月３１日まで）

令和４年度亀岡市下水道事業予定損益計算書



（令和 ５ 年 ３ 月３１日）

資 産 の 部

（単位：千円）

令 和 ４ 年 度 亀 岡 市 下 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

１ 固 定 資 産

減 価 償 却 累 計 額 963,793

ハ 構 築 物 60,312,371

（１） 有 形 固 定 資 産

イ 土 地 1,994,843

ロ 建 物 2,049,153

△ 1,085,360

減 価 償 却 累 計 額 4,195,553

ホ 車 両 運 搬 具 3,925

減 価 償 却 累 計 額 △ 24,123,524 36,188,847

ニ 機 械 及 び 装 置 12,076,476

△ 7,880,923

減 価 償 却 累 計 額 5,828

減 価 償 却 累 計 額 536

ヘ 工 具 、 器 具 及 び 備 品 64,782

△ 3,389

△ 58,954

有 形 固 定 資 産 合 計 43,826,058

（２） 無 形 固 定 資 産

イ 電 話 加 入 権 1,335

ト 建 設 仮 勘 定 476,658

ハ 預 託 金 4,800

無 形 固 定 資 産 合 計 1,335

（３） 投 資 そ の 他 資 産

イ 出 資 金 3,000

ロ 基 金 100,000

43,935,193

２ 流 動 資 産

（１） 現 金 預 金 1,214,015

投 資そ の 他 資産 合計 107,800

固 定 資 産 合 計

226,030

流 動 資 産 合 計 1,440,045

（２） 未 収 金 241,423

貸 倒 引 当 金 △ 15,393

資 産 合 計 45,375,238



ロ そ の 他 企 業 債 615,048

建設改良費等の財源に充てる
ための企業債 14,186,986

負 債 の 部

企 業 債 合 計 14,802,034

３ 固 定 負 債

（１） 企 業 債

イ

固 定 負 債 合 計 14,986,680

４ 流 動 負 債

（１） 一 時 借 入 金 0

（２） 他 会 計 借 入 金 22,800

（３） 引 当 金 161,846

企 業 債 合 計 1,374,323

（３） 未 払 金 217,400

（２） 企 業 債

イ
建設改良費等の財源に充てる
ための企業債 1,340,271

ロ そ の 他 企 業 債 34,052

流 動 負 債 合 計 1,604,352

５ 繰 延 収 益

（４） 引 当 金 12,529

（５） 預 り 保 証 金 100

資 本 金 6,924,609

34,601,437

（１） 長 期 前 受 金 33,485,287

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

資 本 の 部

18,010,405

△ 15,474,882

当年度未処分利益剰余金

6,924,609資 本 金 合 計

負 債 合 計

負 債 資 本 合 計 45,375,238

（２） 利 益 剰 余 金

イ 758,030

利 益 剰 余 金 合 計

７ 剰 余 金

（１） 資 本 剰 余 金 3,091,162

758,030

剰 余 金 合 計 3,849,192

資 本 合 計 10,773,801

６ 資 本 金

（１）



その他企業債による収入 117,700

その他企業債の償還による支出 △ 33,867

令和４年度亀岡市下水道事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和 ４ 年 ４ 月 １ 日から令和 ５ 年 ３ 月３１日まで）

（単位：千円）

293,386

未収金の増減額（△は増加） △ 7,375

未払金の増減額（△は減少） △ 36,899

小計 1,317,094

利息及び配当金の受取額 58

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

補助金による収入

当年度純利益 213,114

減価償却費 1,585,596

引当金の増減額（△は減少） △ 2,801

長期前受金戻入額 △ 727,869

受取利息及び配当金 △ 58

支払利息

利息の支払額 △ 293,386

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,023,766

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 596,615

負担金等による収入 5,506

268,227

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 509,700

資金期首残高 1,120,540

資金期末残高 1,214,015

他会計からの出資による収入 327,113

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 506,759

資金増加額（又は減少額） 93,475

基金の積立てによる支出 △ 100,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 1,427,405

預託金による支出 △ 650

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 423,532



                                                         （下水道事業会計） 
注 記 
 

Ⅰ．重要な会計方針 

 

 １ 固定資産の減価償却方法 

  （１）有形固定資産 

    ・減価償却の方法   定額法による。 

    ・主な耐用年数    建物        15～50年 

               構築物         50年 

               機械及び装置    15～20年 

               車両運搬具      4～ 6年 

               工具、器具及び備品 05～15年 

 ２ 引当金の計上方法 

  （１）退職給付引当金 

        職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額を計上している。 

  （２）賞与引当金 

        職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を

計上している。 

  （３）法定福利費引当金 

        職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の

負担に属する額を計上している。 

  （４）貸倒引当金 

        債権の不納欠損による損失に備えるため、一般債権・貸倒懸念債権等それぞれの貸倒実績率により、回収不能見込額を

計上している。 

 ３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

      消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 

Ⅱ．予定貸借対照表等関連 

 

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

      貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定のものも含む。）のうち、他会

計が負担すると見込まれる額は11,208,031千円である。 

 ２ 引当金の取崩し 

  （１）退職給付引当金の取崩し 

       令和４年度において、退職手当として19,313千円を支給するため、退職給付引当金19,313千円を取り崩す。 

  （２）賞与引当金の取崩し 

       令和４年度において、期末手当及び勤勉手当として31,477千円を支給するため、賞与引当金10,187千円を取り崩す。 

  （３）法定福利費引当金の取崩し 

       令和４年度において、期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費として6,109千円を支出するため、法定福利費引当金1,907

千円を取り崩す。 

  （４）貸倒引当金の取崩し 

       令和４年度において、債権4,376千円を不納欠損処理するため、貸倒引当金4,376千円を取り崩す。 

 


